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三井生命保険株式会社（代表取締役社長 有末 真哉）では、ＣＳＲ活動の一環として、昭和   

49年以降「苗木プレゼント」を継続して実施しております。 
今回で43回目を迎えた「苗木プレゼント」では、全国各地の企業、学校・幼稚園などの団体や一般

家庭のお客さまから多数のお申し込みをいただき、当社営業職員を通じて合計46,725本の苗木を 
お届けし、これまでに贈呈した苗木の累計本数は500万本を突破いたしました。 

この「苗木プレゼント」は、「こわさないでください。自然。愛。いのち。」というテーマのもと、   
“緑・自然を守り、親から子へと美しい緑の街を伝えたい”という願いを込めて、当社が40年以上に  
わたって継続実施しているＣＳＲ活動です。 

今回も苗木をお届けしたお客さまからは「この苗木を大切に育てていきます」、「三井生命の『苗木
プレゼント』はこれからもずっと続けてほしい」といった声をたくさんいただきました。 

当社では今後とも、社会の一員として豊かな社会の実現に貢献できるよう、社員一人ひとりが  
できることを考えながら、地域に根ざした社会貢献・環境保護活動に努めてまいります。 

 

【苗木贈呈の様子】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上 

三井生命 CSR活動 

「第４３回苗木プレゼント」の配布結果について 
～「こつこつきちんと」続けて 43 年。 

おかげさまで、累計配布本数 500 万本突破！～   

小学校にて苗木を植樹した時の様子《宮城県》 歯科医院に苗木を贈呈した時の様子《青森県》 


